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会員の活動報告
(2001年11月~2002年10月）
粟野広雅
・ソメーズのLeproces des precieuses (関西大学フランス語フランス文学会口頭発表，
2001年12月）
伊川徹
・雑誌連載：初級文法のポイント 1~8 (『ふらんす』白水社， 2002年4月~11月号）
・フランス語のクラスに「文化」をどう織り込むか? I (RENCONTRES 16, 
Rencontres Pedagogiques du Kansai, 2002年7月）
・フランス文化論・ フランス文化研究・フランス文明講座のシラバスを読む（現代
フランス研究会 (GEFCO)口頭発表，岩本和子女史と共同発表，於日仏会館， 2002
年2月）
・フランス語のクラスに「文化」をどう織り込むか?I (第16回関西フランス語
教育研究会口頭発表，於神戸舞子ヴィラ， 2002年3月）
伊地智均
・書評 Claire L.Carlin, Women Reading Corneille : Feminist Psychocriticisms of Le Cid, 
Peter Lang Publishing, Inc., New York, 165P. (『仏語仏文学』第29号， 2002年2月）
大久保朝憲
・Analyses argumentatives des discours dits contradictoires (Les facettes du dire -
hommage a Oswald Ducrot (CAREL, Marion (ed.)) , editions Kime! (論文集）， 2002年3
月）
・雑誌連載：マンガをmangaにする！ （『ふらんす』白水社， 2002年4月~9月号）
・翻訳：蛇を殺す夜（奥泉光著，集英社刊）仏語訳（共訳） Actes Sud, 2002年6月）
•発話の反論性と否定（日本フランス語学会談話会口頭発表，於慶応大学， 2002年3
月16日）
近江康則
・Les Tresors du Musee Sankokan (22), (Bulletin Trimestriel TENRIKYO No.45, 2001年
304 
I月）
・Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (23), (Bulletin Trimestriel TENRIKYO No.46, 
2002年2月）
・Les Tresors du Musee Sankokan (23), (Bulletin Trimestriel TENRIKYO No.47, 2002年5
月）
・Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (24), (Bulletin Trimestriel TENRIKYO No.48, 
2002年8月）
奥純
・ミシェル・ビュトール氏講演会報告（『仏語仏文学』第29号， 2002年2月）
・マチアスとウェッサン島（関西大学フランス語フランス文学会『会報』第18号，
2002年3月）
柏木治
・勃興期の出版界とスタンダール（一）一『イギリス通信』を中心に一（関西
大学『文学論集』第51巻第4号， 2002年3月）
・スタンダールにおける《醜》の問題—自伝の読解から (13本スタンダール
研究会編『スタンダール変幻 作品と時代を読む』慶應義塾大学出版会， 2002
年6月）
川神博弘
・サルトルの「愛」と「他者」（関西大学『文学論集』第51巻第4号， 2002年3月）
・ジュヌプィエーブ・イット氏講演翻訳 (Sartreromancier : Lectures actuelles de 
l'reuvre romanesque de Sartre) (『仏語仏文学』第29号， 2002年2月）
・サルトルに於ける《知識人》と《労働者》の問題（関西大学フランス語フランス
文学会口頭発表， 2001年12月）
神垣享介
・カミュ作『ペスト』再読（奈良新聞， 2002年3月）
笹倉塩子
・De la Chine a laFrance (『仏語仏文学』第29号， 2002年2月）
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新家かつら
・バンヴィルと 1871年のランボーについての一考察（『仏語仏文学』第29号， 2002
年2月）
関谷一彦
・「性」を通してみた日本とフランス ールソーの『エミール』の位置ー（『言語と
文化』第3号，関西学院大学言語教育研究センター， 2000年3月）
・L'erotisme dans la litterature et l'ilustration au XVIIIe siecle -le Japon et la France— 
(Mernoire de DEA) (フランス・リヨン第2大学 (UNIVERSITELUMIERE LYON 
2)文学，言語学，芸術学部， 2001年9月）
・Autour du mot <t erotique~dans les dictionnaires franyais depuis le XVIIIe siecle (『外
国語外国文化研究』 XII, 関西学院大学法学部外国語研究室， 2001年）
・Vernon A Rosario, The Erotique Imagination. French Histories of Perversity, New york, 
Oxford, I 997, 『日本18世紀学会年報』第15号， 2000年7月）
・Jeffrey Merrick & Bryant T. Ragan, Jr., Homosexuality in Early Modern France, A 
Documentary Collection, Oxford University Press, New York, 2001, 『日本18世紀学会
年報』第17号， 2002年6月）
・色から性ヘ 一春画から花袋，鴎外ヘ一 （関西学院大学法学部外国語研究室，口
頭発表，於関西学院大学2000年3月）
・エロティシズムとは何か，京都大学人文科学研究所「ポルノグラフィー研究 一
エロスとその表象をめぐって一」（口頭発表，於京都大学人文科学研究所2000年5
月）
・エロティシズム論再考（関西学院大学法学部外国語研究室，口頭発表，於関西学
院大学2001年12月）
・ポルノグラフィーとエロティシズム，京都大学人文科学研究所「ポルノグラフィ
ー研究 ーエロスとその表象をめぐって一」（口頭発表，於京都大学人文科学研究
所2002年3月）
武本雅嗣
・フランス語の与格的現象の認知的分析ー「a十名詞」の代名詞化をめぐって一（『筑
波大学「東西言語文化の類型論」特別プロジェクト研究成果報告書』 V,2002年3
月）
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太治和子
・Beauzeeの時制論ついてー18世紀百科全書の項目〈terns〉（駿河台出版社， 2002年
3月）
・複々合時制について（日本フランス語フランス文学会秋季大会， 2002年10月）
田中良
・プルーストにおける「斜め」の思考（『奈良大学紀要』第30号， 2002年3月）
中所聖一
・サルトルにおける〈死〉について（日本フランス語フランス文学会関西支部大会，
於天理大学， 2001年12月）
内藤義博
・ルソーの音楽思想（駿河台出版社， 2002年9月）
•読む事典・女性学（翻訳，共訳）（藤原書店， 2002年10月）
山川清太郎
・Victor HUGOの語彙について一Lamartineの『瞑想詩集』と VictorHUGOの『静観
詩集』との比較を通して（関西大学フランス語フランス文学会口頭発表， 2001年
12月）
修士論文題目
2002年3月
本郷幹夫 ボリス・ヴィアン作品における表現法と物語性について
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後記
伊地智 均先生が本年3月末をもって定年退職されることとなった。先生
が東北大学文学部から転任してこられたのが1986年であるから，本学には
17年間お勤めいただいたことになる。ご専門はフランス古典主義文学で，
特にコルネイユを中心とする17世紀古典劇に関する著書，翻訳，論文など
が数多く存在する。 17年という勤務年数は定年で退職される先生方の中で
は決して長いほうではないが，先生はこの間の年月では到底不可能であろ
うと思えるほどの仕事を成し遂げられることで，研究・教育，その他全般
にわたり学部・学科に貢献された。とりわけ先生が情熱を傾けて取り組ま
れたのは大学院の問題である。 1967年に修士課程が開設されて以来，フラ
ンス文学専攻は幾多の優秀な研究者を輩出してきたが，これをさらにレベ
ルアップして制度面でも教育面でもいっそう充実した内容にするべく努力
を惜しまれなかったことは周知の事実である。また先生は学内の種々の役
職を歴任されるとともに，関西大学フランス語フランス文学会の会長職を2
年間お努めになった。
伊地智先生の学生に対する教育は厳しいものではあるが，同時に懇切丁
寧で徹底的に最後まで教え子の面倒を見ることを常としておられる。学生
時代に先生の薫陶を受けた学部や大学院の卒業生はいつまでもその情熱溢
れるご指導を懐かしく記憶にとどめていることであろう。
大学が冬の時代を迎え， 21世紀に生き残りを賭けて必死にもがき苦しん
でいる昨今であるが，このような時期に辞めて行かれる伊地智先生はひょ
っとしたら幸運な先生であろうか。いや困難な時代であればこそ，できる
ことなら先生にもうひと働きしていただきたいと思うのである。定年は規
則とはいえ誠に残念という他はない。ここに『仏語仏文学』 30号を伊地智
均教授退職記念号として刊行し，先生の学恩に対して感謝の微意を表明す
る次第である。
?? ?? ??
本学会の2002年度研究発表会ならびに総会は12月14日（土） 13時30分よ
り図書館ホールにおいて開催された。研究発表およびシンポジウムの内容
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は以下のとおりであるが，活発なる討議が展開され，参加者は充実した午
後のひと時を過ごし得たものと思える。
研究発表
1オ女の功罪について
本学非常勤講師 粟野広雅氏
2. エロティシズムとまなざし
関西学院大学助教授 関谷一彦氏
3.≪ フェミニスト>としてのミシェル・フーコー
天理大学助教授 田中寛ー氏
シンポジウム
テーマ： 17・8世紀のフランス文学と思想
問題提起者 関西学院大学助教授 関谷一彦氏 (18世紀文学）
芦屋大学教授
本学教授
本学教授
伊川 徹氏 (17世紀演劇，
主としてモリ
エー ル）
伊地智 均氏 (17世紀演劇，
主としてコル
ネイユ，ラシー
ヌ）
円尾 健氏 (17• 8世紀思想，
主としてデカ
ルト）
総会はシンポジウム終了後，同じく図書館ホールで開催され，学会会長
が伊地智教授から円尾教授に交代する件，会則の件，会計報告などが原案
通りに承認された。懇親会はレストラン「一休」において17時30分より開か
れ，多数の会員が参加し，それぞれに楽しいータを過ごした。
（本田忠雄）
関西大学フランス語フランス文学会々則
1. 本会は関西大学フランス語フランス文学会 (Soci艇 deLangue et 
Litterature Frani;aises de l'Universite KansaY/Kansai University Society 
for the S~ 翌ofFrench Language and Literature)と称し，事務所を関
西大学文キ部フランス語フランス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と，これ
に関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
]. 機関誌「仏語仏文学」 (Bulletinde la Societe de Langue et 
Litterature Frani;aises de l'Universite K皿sai'/TheBulletin of K皿sai
University Society for the Study of French Language and Literature) 
およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
]. 関西大学文学部フランス語フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス語フランス文学科学生，およびその卒
業生（旧学科名称関西大学文学部フランス文学科の学生，およ
びその卒業生を含む）
4. 本会の趣旨に賛同し，入会を認められたもの
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は1年とし，重任を妨げない。
]. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語 仏文学」等の配布をうける。また会員は機
関誌への投稿，および本会の行なう事業に参加することができる。
なお，投稿論文は，会則6.に定める委員会の議を経て掲載される。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
(2001年4月1日から施行）
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